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次の100年に向けた「元気な浜田」づくりが　今、始まりました。
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問合せ
　上下水道部工務課工務係　☎�９９１０
　　　　　　管理課料金係　☎�９９０３

夜間・休日の場合
　浜田市水道事業協同組合　☎�３７２２

宅内の水道管が凍って破裂したときは、すぐに止水栓かバルブを閉め、水道事
業者に修理を依頼してください。

浜田市水道事業指定給水装置工事事業者一覧表
町名など 事業者名 電話 町名など 事業者名 電話

下有福町 森橋設備工事 �０２３６ 錦町

東洋設備㈲ �５２３２

大金町 新町
宇野町 さいとう設備 �００４３ 栄町
上府町 蛭子町

久代町 坂本設備 �１２５１ 京町
まつした設備 �０３６０ 真光町

国分町 ㈲能美建設 �１９３４ 清水町
下府町

山陰クボタ水道用材㈱
浜田営業所 �４１７０

瀬戸見町
桜ヶ丘 原井町

浜田ガス水道工事㈱ �０７３７

物流団地 元浜町
生湯町

大原技研㈲ �７７１０
大辻町

松原町 高田町
外ノ浦町 野原町
殿町

㈲ダイヤ環境衛生 �１１６９
三階町

高佐町 長見町
琵琶町 熱田町

イワタニ島根㈱浜田事業部 �１２５０

黒川町

㈱電設サービス �２９５４

長浜町
河内町 日脚町
櫟田原町 津摩町
後野町 田橋町
佐野町 鍋石町
宇津井町 横山町
浅井町 ㈾石見水泉社 �０７８３ 長沢町

㈱大広設備 �１７０４田町 西山団地
相生町

㈲安藤設備 �６５８７

二反田団地
竹迫町 菅原団地
杉戸町 金城町 石州金城設備 �１７５６
紺屋町 イワタニ島根㈱グリーンガス支店 �１７７８
朝日町 宮田建設工業㈱ �３３８８

旭町

㈲旭設備 �００２２
牛市町 ㈱岡貞組 �１１５５
天満町

㈱中島水道 �１３１５

㈱山本組 �０３１１
片庭町 山本住設 �１０５６
港町

弥栄町
㈾石見水泉社 �０７８３

原町 ㈱三隅ガスセンター �１０３４
瀬戸ケ島町 斎藤水道 ０9０－4143－2571
内田町 ㈱渡辺設備 �００６４

三隅町

㈱三隅ガスセンター �１０３４
内村町 ヤマオカ設備 �１７１７
穂出町 金高設備 ０８０－５７５９－９６２４ 三隅住設 �０７２５
吉地町 第一建設工業㈱ �０１２４
折居町 ㈲ガット �０９９２ 河野建設㈱ �１１２１
西村町 豊生建設㈱ �２３５４
笠柄町

シンセイ技研㈱
浜田営業所 �８５６６

きがるに芳さん ０８０－６３０７－９５３４
周布町 木村住設 090-4578-9916
治和町

ぬるま湯

水道管や蛇口は、気温がマイナスになると凍ったり、破裂したりすることがあり
ます。特に、次のようなところにある水道には必ず防寒をしましょう。

北向きのところ　　　 風当たりの強いところ　　　 家の外にある水道管

家の周りを確認

凍った部分にタオルなどの布をかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯をかけて
溶かしましょう。

急に熱湯をかけると破裂することがありますので注意してください。

普段使用しない家屋の水道管が破裂した場合、発見が遅れ、大量の水漏れが発生
します。長期間使用しない場合は、前もって閉栓（使用の休止）の連絡をお願いし
ます。

凍って水が出ないときはぬるま湯をかける

長期間使用しない場合は連絡してください

保温材を巻く。蛇口は破裂しやすいので、上まで完全に包む。
布で保温する場合は、ビニールなどを上から巻いて濡れないようにする。
特に朝の冷え込みが予想されるようなときには、風呂の蛇口を少し開けておく。

蛇口や水道管の防寒の仕方

蛇口は布でしっかり防寒を水道管は保温材で防寒を

水道管が破裂したとき あなたの 水道 にも　 防寒 を
     寒波に注意しましょう



記念表彰を受賞された皆さん

矢野咲良さん

官澤明日香さん
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浜
田
開
府
四
百
年
祭
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た

小
中
学
校
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
「
夢
・
未
来
」

浜
田
開
府
四
百
年
祭
記
念
表
彰

１０
月
１３
日
㈰
、
浜
田
開
府
四
百
年
祭
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

台
風
１９
号
の
接
近
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
来
賓
及
び
浜
田
市
縁
の
方
々
の
ご

臨
席
の
下
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
開
府
四
百
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
更
に
、
市
内
の
小
中
学
生
を
は
じ
め
次
の
百
年
を
担
う
若
い
世
代
に
も
参
加
い
た

だ
き
、
明
る
い
浜
田
の
未
来
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
前
を
歩
行
者
天
国
と
し
て
「
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
昼
市
」
を
開
催
し
、
来
場
者
に

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
飲
食
ブ
ー
ス
や
郷
土
芸
能
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き

ま
し
た
。

開
府
四
百
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
歴
史
文
化
の
継
承
や
時
代
を
超
え
た
交
流
の
分
野

で
貢
献
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
団
体
・
個
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

開
府
四
百
年
と
い
う
歴
史
的
節
目
に
居
合
わ
せ
る
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
、
自

ら
の
夢
や
郷
土
へ
の
想
い
を
テ
ー
マ
に
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

小
学
校
の
部

最
優
秀
賞　
国
府
小
５
年　
矢
野　
咲
良
さ
ん

優
秀
賞　
　
今
福
小
６
年　
柿
元　
幹
太
さ
ん　
　
周
布
小
６
年　
吉
原　
春
樹
さ
ん

　
　
　
　
　
原
井
小
６
年　
宮
本　
南
実
さ
ん　
　
松
原
小
５
年　
田
中　
楓
介
さ
ん

優
良
賞　
　
周
布
小
４
年　
大
音　
美
和
さ
ん　
　
美
川
小
５
年　
山
下　
柊
人
さ
ん

　
　
　
　
　
三
階
小
４
年　
平
野　
爽
奈
さ
ん　
　
岡
見
小
６
年　
植
野　
　
真
さ
ん

　
　
　
　
　
三
隅
小
５
年　
三
浦　
悠
翔
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
応
募
総
数
６
９
２
点
）

中
学
校
の
部

最
優
秀
賞　
旭　
中
３
年　
官
澤
明
日
香
さ
ん

優
秀
賞　
　
第
一
中
２
年　
野
上　
　
幸
さ
ん　
　
旭　
中
１
年　
野
津　
和
真
さ
ん

　
　
　
　
　
旭　
中
３
年　
岡
山　
倫
大
さ
ん　
　
第
一
中
３
年　
中
島　
　
梓
さ
ん

優
良
賞　
　
第
一
中
２
年　
奥
迫　
　
楓
さ
ん　
　
旭　
中
１
年　
島
津　
晴
夏
さ
ん

　
　
　
　
　
旭　
中
１
年　
文
田　
は
な
さ
ん　
　
旭　
中
１
年　
三
津
山
あ
い
さ
ん

　
　
　
　
　
三
隅
中
３
年　
寺
戸　
心
暖
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
応
募
総
数
９９
点
） 問合せ

　観光交流課　開府４００年推進室
　☎�９２２８

郷
土
史
文
化
の
研
究
及
び
成
果
の
公
表
・
普
及
に

功
労
が
あ
っ
た
団
体
・
個
人

▪
石
見
郷
土
研
究
懇
話
会　
▪
西
中
国
山
地
民
具
を
守
る
会

▪
能
海
寛
研
究
会

▪
岩
町
功
さ
ん　
　
▪
桑
田
龍
三
さ
ん　
▪
小
川
憲
治
さ
ん

▪
神
山
典
之
さ
ん　
▪
兒
島
俊
平
さ
ん　
▪
森
須
和
男
さ
ん　

▪
神
本
晃
さ
ん

時
代
を
超
え
た
交
流
の
振
興
に
功
労
が
あ
っ
た
団
体

▪
初
雁
温
知
会　
　
▪
美
作
濱
田
会　

▪
松
阪
市
＊
浜
田
市
友
好
の
会

▪
浜
田
市
＊
松
阪
市
友
好
の
会

▪
は
ま
だ
市
民
ラ
ラ
会　
　
▪
な
が
の
市
民
の
会

▪
中
野
市
市
民
都
市
交
流
会
「
フ
レ
ン
ズ
」　

▪
糸
魚
川
市
都
市
交
流
協
会

そ
の
他
会
長
が
特
別
に
認
め
る
団
体
・
個
人

▪
浜
田
大
名
行
列
保
存
会　

▪
楫
ヶ
瀬
孝
さ
ん　

▪
圡
井
博
さ
ん
（
故
人
）
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住
民
参
加
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
群
青
～
濱
田
誕
生
、

そ
し
て
明
日
へ
～
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た

「
駅
鈴
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

浜
田
城
資
料
館
横
に
設
置
し
ま
し
た

浜
田
城
資
料
館
を
開
館
し
ま
し
た

浜
田
開
府
四
百
年
記
念

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
を
開
催
し
ま
し
た

10
月
11
日
㈮
・
12
日
㈯
、
住
民
参
加
創
作

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
群
青
～
濱
田
誕
生
、
そ
し
て

明
日
へ
～
」
が
石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
、

２
日
で
１
５
０
０
人
余
り
が
観
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
浜
田
開
府
四
百
年
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
一
般
公
募
で
石
見

地
域
在
住
者
を
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
集

め
、
５
月
か
ら
稽
古
を
始
め
て
準
備
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
初
代
藩
主
古
田
重
治
公

が
浜
田
に
築
城
す
る
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
り
、
会

津
屋
（
今
津
屋
）
八
右
衛
門
の
密
貿
易
や
長
州

軍
と
の
激
突
な
ど
の
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、

今
を
生
き
る
若
者
が
現
在
の
浜
田
の
課
題
と
向

き
合
い
、
未
来
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
様
子
が

演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

10
月
14
日
㈷
、
浜
田
市
と
三
重
県
松
阪
市
の

ご
縁
の
象
徴
で
あ
る
「
駅
鈴
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
、
浜
田
城
資
料
館
の
横
に
設
置
し
、
披
露

式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
石
州
瓦
を
使
っ
て
作

ら
れ
て
お
り
、
重
厚
で
あ
る
と
と
も
に
細
部
は

精
密
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

披
露
式
に
は
、
松
阪
市
の
竹
上
真
人
市
長
を

は
じ
め
、
友
好
の
会
や
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
、
両
市
の
更
な
る
交
流
の
深
ま
り
を
誓

う
と
と
も
に
、
浜
田
開
府
四
百
年
の
節
目
を
祝

い
ま
し
た
。

10
月
12
日
㈯
、
浜
田
城
資
料
館
を
開
館
し
ま

し
た
。

歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
「
御
便
殿
」
を
活
用

し
、
浜
田
城
や
北
前
船
寄
港
地
の
日
本
遺
産

「
外
ノ
浦
」
に
関
す
る
資
料
な
ど
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
入
館
料
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

開館時間　午前９時～午後５時
休館日　　月曜日（月曜日が休日の場合は開館）・休日の翌日・年末年始
料金　　　無料（学習室の利用は１時間２００円）
問合せ　　浜田城資料館　☎�７１５１

浜田城資料館（殿町）11
月
３
日
㈷
、
浜
田

開
府
四
百
年
を
記
念
し
、

日
曜
お
昼
の
人
気
番
組

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

を
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル

で
行
い
ま
し
た
。

予
選
会
を
通
過
し
た

20
組
の
皆
さ
ん
が
出
場

し
、
番
組
で
お
馴
染
み

ま
た
、
浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
休
憩

ベ
ン
チ
が
寄
贈
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
浜
田
城
資
料
館
や
浜
田
城
山
公
園
な
ど

を
訪
れ
た
人
に
、
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
い
で
い

た
だ
け
ま
す
。

で
あ
る
合
格
の
鐘
を
目
指
し
て
、
自
慢
の
歌
声

を
披
露
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
の
堀
内
孝
雄
さ
ん

と
長
山
洋
子
さ
ん
か
ら
歌
声
を
褒
め
ら
れ
た
り
、

選
曲
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
た
り
し
な
が
ら
感

極
ま
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
は
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
観
客
で

満
席
に
な
り
、
出
場
者
に
大
き
な
拍
手
や
歓
声

を
送
り
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。
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市
長
賞
受
賞
作
品

受賞作品一覧 （敬称略・順不同）

写
真
の
部　
　
「
あ
っ
、
ひ
こ
う
き
！
」　
和
田
人
士

書
第
２
部　
　
「
李り

き
ょ
う
し

嶠
詩
」　
今
代
淳
子

絵
画
第
１
部　
　
「
祷い

の
り

」　
古
森
和
代

書
第
１
部　
　
「
Ｈハ

ク

Ａ
Ｋ
Ｕ
」　
吉
田
和
代

受賞名 部門 受賞者 題名

市長賞

絵画第１部 古森和代 祷
写真の部 和田人士 あっ、ひこうき！
書第１部 吉田和代 ＨＡＫＵ
書第２部 今代淳子 李嶠詩

議長賞

絵画第１部 森下真衣 日向
写真の部 藤田好太郎 繚乱
書第１部 牛尾深雪 緊
書第２部 新多由美子 野ざらしを

教育委員会賞

絵画第１部 池田則之 桜咲く頃
写真の部 水元満夫 夕映え
書第１部 戸津川貴子 ＴＥＮ
書第２部 石田順子 今年歓笑

文化協会賞

絵画第１部 能美睦 秋一色
写真の部 渡辺紀美枝 米寿
書第１部 樋野不二子 ｋｅｉ
書第２部 野上由香理 孔子廟堂碑

教育委員会
奨励賞

絵画第２部 横手宏菜 美術室　部活用　用具入れ
絵画第２部 下田芹香 静かな夜道
書第２部 湊史奈 臨　鄭羲下碑

文化協会
奨励賞

絵画第２部 中尾優月 青春
絵画第２部 佐々木舞凜 キララ多岐
書第１部 杉本朱音 継承 問合せ

　文化振興課芸術文化振興係
　☎�９７３０

対象　平成11年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた人
　・現在浜田市に住んでいる人（浜田市出身でなくても可）
　・浜田市出身で、現在市外に住んでいる人
日時　令和２年１月３日㈮
受付　午後０時30分
式典　午後１時15分～４時頃（予定）
場所　石央文化ホール
※　個人あての案内はしていません。
※　新成人の家族も入場できます。

問合せ　生涯学習課生涯学習係　☎�９７２０

浜田市成人式を開催します

浜田市スポーツ施設再配置・整備計画（案）
募集・閲覧期間
　12月９日㈪～令和２年１月10日㈮
閲覧場所
・教育委員会生涯学習課
・各支所教育委員会分室
・各図書館
提出・問合せ
　生涯学習課スポーツ振興係
　　〒６９７- ８５０１　浜田市殿町１番地　
　　☎�９７２１・FAX�５７５８
　　Email：manabi@city.hamada.lg.jp

市では、広く皆さんからの意見を募集します

浜田市子育て世代包括支援センター
（浜田市子育て支援センター「すくすく」）
基本構想（案）
募集・閲覧期間　
　12月２日㈪～令和２年１月10日㈮
閲覧場所
・子育て支援課
・子育て支援センター「すくすく」
・各支所市民福祉課
・中央図書館
提出・問合せ
　子育て支援課子育て政策係
　　〒６９７- ８５０１　浜田市殿町１番地　　
　　☎�９３３１・FAX�３４２８
　　Email：kosodateshien@city.hamada.lg.jp

浜田漁港周辺エリア活性化計画（案）
募集・閲覧期間
　12月20日㈮～令和２年１月20日㈪
閲覧場所
・水産振興課
・各支所産業建設課
・中央図書館
提出・問合せ
　水産振興課水産係
　　〒６９７- ８５０１　浜田市殿町１番地　
　　☎�９５２０・FAX�３７０１
　　Email：suisan@city.hamada.lg.jp

　　　　　　　　　　共通事項
閲覧場所　市ホームページでも閲覧できます。
提出方法　指定の様式に必要事項を記入の上、直接又

は郵送・ＦＡＸ・メールで提出してください。
※　意見を郵送で提出する場合は、募集締切日必着で

す。
※　電話や口頭での意見、氏名・住所が明記されてい

ない意見は受付できません。
※　メールの場合は、件名を「○○○（案）に係る意

見」とし、指定の様式を添付して送信してください。
※　いただいた意見への個別回答は行いません。
※　指定の様式は、閲覧場所にあります。市ホームペー

ジからダウンロードもできます。

パブリックコメント（意見公募）を募集します

１月３日㈮
石央文化ホール
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浜田市教育委員会ボランティア表彰令和元年度

○周布小学校
被表彰者　周布１町内子ども見守り隊
　　　　　辻野一正さん（西村町）

○三隅小学校
被表彰者　三隅小学校子ども見守り隊

○弥栄小学校
被表彰者　弥栄地区少年補導委員会
　　　　　弥栄女性の会

○美川小学校
被表彰者　森昌昭さん（櫟田原町）
　　　　　三浦敬雄さん（田橋町）

　登下校時の見守り活動、あいさつ運動、非行防止や健全育成活
動などに尽力された次の団体及び個人の皆さんを表彰しました。

⑴　給与の状況（平成30年度決算）　　　　（単位：千円）
給料 職員手当 期末・勤勉

手当 計 １人当たり
給与費

26，962 4，787 11，142 42，891 7，149
※　短時間再任用職員は含んでいません。
※　職員手当には、退職手当は含んでいません。
⑵　職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況

（平成30年４月１日現在）
平均給料月額 
（基本給）

平均給与月額 
（基本給＋諸手当） 平均年齢

373,383円 459,591円 50.40歳
※　短時間再任用職員は含んでいません。
⑶　一般行政職の初任者の状況（平成30年４月１日現在）
区　分 浜田地区広域行政組合 国
高校卒 147,100円 147,100円
大学卒 168,600円 179,200円

⑴　退職手当（平成30年４月１日現在）
区　分 浜田地区広域行政組合 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.5869月分

同じ勤続25年 28.0395月分 33.2708月分
勤続30年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分
加算措置 定年前早期退職・早期勧奨

特例措置（２％～30％加算）
定年前早期退職特例措置

（２％～45％加算）

　浜田地区広域行政組合職員の給与は、浜田市の条例を準用する条例、規則などで定められています。
市民の皆さんに給与の状況などを知ってもらうために、次のとおり公表します。

⑷　通勤手当
浜田地区広域行政組合の内容（月額） 国
交通機関利用者

（最高支給限度額） 55,000円 55,000円
自動車使用者

（２㎞～54㎞以上）2,100円～２９，５００円 ２㎞～60㎞以上の
区 分 で2,000円 ～
31,600円の範囲内
で支給

自動二輪車使用者
（２㎞～50㎞以上）1,400円～25,500円
※　原動機付自転車及び自転車使用者は、自動二輪車使

用者と同様です。

⑸　住居手当
浜田地区広域行政組合の内容（月額） 国

借家・借屋
居住者

月額12,000円を超す家賃を
支払っている人に対して
月額27,000円を限度に支給

同じ

⑹　管理職手当
浜田地区広域行政組合の内容（月額） 国
局長 66,400円 俸給の特別調整額

（46,300円
～139,300円）課長級 41,600円

⑺　特殊勤務手当（１回につき）
危険物取扱手当 70円 ※　著しく危険・不快・不健康又は困難

な勤務でその特殊性に応じて支給危険作業従事手当 300円

⑶　扶養手当
浜田地区広域行政組合の内容（月額） 国

配偶者 6,500円

同じ
子 10,000円

父母など 6,500円
満16歳年度初めから満22歳年度末
までの間にある子１人につき加算 5,000円

⑵　期末・勤勉手当
区　分 浜田地区広域行政組合 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
６月期 1.225月分 0.90月分

同じ12月期 1.375月分 0.90月分
計 2.60月分 1.80月分

加算措置 有（職制上の段階・職務の級等による加算措置５～15％）

浜田地区広域行政組合総務課総務係
☎０８５５�５０８２

会議期間　12月２日㈪～18日㈬（17日間）
12月２日㈪　本会議　開会、提案説明（全員協議会）
　　３日㈫　本会議　個人一般質問
　　４日㈬　本会議　個人一般質問
　　５日㈭　本会議　個人一般質問
　　６日㈮　本会議　個人一般質問
　　９日㈪　本会議　議案質疑
　　10日㈫　総務文教委員会
　　11日㈬　福祉環境委員会
　　12日㈭　産業建設委員会
　　13日㈮　予算決算委員会
　　16日㈪　予算決算委員会（予備）
　　18日㈬　本会議　委員長報告、採決、散会
　　　　　　（全員協議会）議会運営委員会

会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付けてい
ます。

なお、各委員会及び全員協議会の傍聴は、会場
の都合により７人までの人数制限があります。

各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更になる場合がありますので事前にお問い合わ
せください。

各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「市議会日程及び議案等・結
果」に掲載しますのでご覧ください。

問合せ　議会事務局　☎�９８００

　10月12日㈯に開催した市民憲章推進大会において、市民憲章の理念に基づく啓発・推進・実践
活動などに顕著な功績のあった次の個人６人・５団体に表彰状と記念品を贈りました。

被表彰者（50音順）

【個人の部】
青木誠二さん　　（治和町）
岡村智実さん　　（内田町）
加藤喜六さん　　（三隅町井野）
郷田奬さん　　　（清水町）
堀口秀樹さん　　（熱田町）
山本勝子さん　　（金城町波佐）
【団体の部】
市木銭太鼓同好会　（旭町市木）
上今明田ばやし保存会　（三隅町井野）
診療所周辺環境整備をしよう会　（弥栄町木都賀）
浜田市ペタンク・ブール連盟　（国分町）
輪集会　（弥栄町木都賀）

問合せ　まちづくり推進課地域づくり推進係　☎�９２０１

問合せ　学校教育課指導相談係
（浜田子ども安全センター）☎�９７１１

浜田地区広域行政組合 職員の給与などの状況平成30年度

１　職員の給与の状況

２　職員手当の状況

12月浜田市議会定例会議日程（予定）

令和元年度　市民憲章表彰
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まちのわだい

浜田市美術展表彰式に出席しました（10月６日）
鳥取県と兵庫県の漁業関係団体へ、浜田
漁港への入港など活用に関する要望活動
を行いました（10月３日・４日）

いわみ中央西条柿生産組合から、西条柿
の本格出荷の報告を受けました
（10月２日）

室谷の棚田まつりに
出席しました

（10月27日）

総合福祉センターに障がい児の外来療養
を行う「あゆっこ浜田」が設置され、開
所式に出席しました（10月７日）

優れた工事を施工された事業所をたた
え、浜田市優良建設工事表彰式を行いま
した（10月18日）

２０１９浜田駅北医療フェスタに出席しまし
た（10月20日）

高校生政策甲子園に出席しました
（10月20日）

ＲＵＮ伴しまねin浜田に出席しました
（10月20日）

西条柿を使った浜田の郷土料理がＮＨＫ
の番組に取り上げられ、報告を受けまし
た（10月28日）

浜田市総合スポーツ大会に出席しました
（10月14日）

地元選出国会議員に、中国地方道路の整
備などについて要望活動を行いました
（10月30日・31日）

合図を確認後、皆で「のろし」をあげました

雲城山から「のろし」をあげる

お菓子やおもちゃをスプーンですくう

キャンドルを灯し安全と安心の祈りをささげる

　10月27日㈰、三隅城のろしリレーが開催されました。これは、
中世、三隅地域で繁栄した三隅氏や出城について学び、当時の
情報伝達手段である「のろし」を再現することで地域の歴史を
知ることを目的に行われ、今年で11回目となります。
　当日、三隅町内各地にある出城跡に多くの住民が集まり、煙
が出やすいよう枝葉を水で湿らすなどの工夫をして開始の合図
を待ちました。はじまりの合図である高城跡から「のろし」が
立ち昇ると、それを確認した各地の出城跡から次々と「のろし」
があがり、参加者は歓声をあげ成功を喜びました。

　10月26日㈯、いまいちハッピーハロウィン2019が今市公民館
周辺で開催され、子どもから高齢者まで約300人が参加しまし
た。これは、ハロウィンを楽しみながら今市地区を探検しよう
と、あさひっ子フェスティバル実行委員会が毎年企画している
もので、今年で９回目となります。
　お姫様やキャラクターに仮装した子どもたちは、元気に「ト
リック オア トリート」と大きな声をかけながら、お菓子や風
船などをもらっていました。会場では、写真撮影や仮装を披露
するファッションショーも行われ、笑顔があふれていました。

　10月26日㈯、金城の山城のろしリレーが行われ、約40人が参
加しました。これは、中世にあったと云われる山城跡で当時の
伝達方法「のろし」を体験することにより、歴史を知り、地域
の一体感、連帯感を深めることを目的に行われました。
　のろしは、雲城山・金木山・堂床山・金城支所の順にあげ、の
ろしが見えると歓声と拍手がおきました。
　参加者は、「天候が心配されたが、晴れ間も見え、のろしが山
からあがる景色に感動した」と話していました。

　10月26日㈯、浜田市安全安心まちづくり推進大会が、島根県
立大学浜田キャンパスで開催されました。これは、10年前に県
立大学生の平岡都さんが理不尽に命を奪われた事件を契機に
「いのちと安全安心の日」と定めた10月26日に、防犯に対する
意識を一層高めるために行われたものです。大会では、防犯功
労表彰や島根県立大学防犯サークルＳ

ス コ ッ ト

ＣＯＴの活動発表などが
行われました。その後、「はまだ灯2019」が行われ、約1,000個
のキャンドルの明かりの中、平岡さんの冥福を祈るとともに、事
件の風化と再発の防止を誓いました。

♥Town Topics

天高く立ち昇るのろし
～　三隅城のろしリレー　～

みすみ

立ち昇る煙に歓喜
～　金城の山城のろしリレー　～

かなぎ

仮装をしてハロウィンを楽しむ
～　いまいちハッピーハロウィン2019　～

あさひ

事件の風化と再発の防止を誓う
～　浜田市安全安心まちづくり推進大会　～

はまだ
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交通事故の事例に聴き入る参加者

植樹する参加者

夢先生の話を聴く児童たち

歌に合わせ地つきを行う参加者

　10月20日㈰、交通安全三世代交流・防災のつどいが弥栄会館
で開催されました。これは、杵束まちづくり推進委員会と浜田
市交通安全母の会が企画したものです。当日は、弥栄小学校、弥
栄中学校などから募集した標語の優秀な作品を表彰したり、交
通ルールや防災についての○×クイズ、白バイやパトカーの見
学、飲酒状態体験ゴーグルや炊き出しなどを体験しました。　
　また、浜田警察署から交通事故発生状況などについての講話
もあり、参加者は事故を起こさない、合わないように注意深く
聴き入っていました。

　　10月21日㈪、JFA（日本サッカー協会）こころのプロジェク
ト「夢の教室」を周布小学校で行いました。これは、元日本代
表選手などが「夢先生」として小学校の教壇に立ち、子どもの
心身の健全な成長を目的として全国の学校で行われているもの
です。元フットサル全日本代表の村上哲哉さんが授業を行い、
夢を掴むまでの経験を語りながら、夢を持つことの大切さと行
動する勇気が自分を強くすることなどを伝えました。
　児童たちは、「夢に向かって頑張ろうと思った」「自分の勇気
になった」と話していました。

　　10月19日㈯、森づくりは海づくりｉｎ浜田がふるさと体験村で
開催されました。これは、島根県のみーもの森づくり事業を活
用して、植樹活動に取り組むことで森林と海とのつながりや環
境について学ぶことを目的に、森づくりは海づくりｉｎ浜田実行
委員会が企画したものです。当日は、雨の降る中、漁業・林業
関係者、一般参加者約80人が参加し、ユスラウメやしだれ桜な
どを植樹しました。植樹後は会場を移動して、木工教室が行わ
れ、本棚や木工アクセサリーづくりを体験しました。また、こ
の日は、しし汁やさざえごはんも振る舞われ楽しく学びました。

　10月19日㈯、岡本甚左衛門ウォーキング大会が行われ、約100
人が参加しました。これは、江戸時代に七条原を開拓した岡本
甚左衛門ゆかりの地を巡りながら約6.5キロを歩くもので、地元
ガイドや中学生が参加者にそれぞれの場所にまつわる話を分か
りやすく説明しました。
　開拓時に使用した道具の話を聞いた後には、櫓地つきも体験
しました。参加者は「地つき体験で歌った歌が頭の中に残り、口
ずさんでしまう」と話していました。最後に参加者は、雲城産
きびライスカレーを食べ、大会を満喫しました。

一斉にスタートする参加者

早く風船を割ろうとしている参加者

今年の干支「いのしし」をデザイン

竹と毛布で作った担架で搬送

　10月19日㈯、浜田開府400年記念リレーマラソンが、浜田市勤
労青少年ホームを発着点とした浜田城山周辺で行われました。
　これは、浜田開府400年を記念して、浜田市陸上競技協会が企
画したものです。当日は、市内の小学生５チーム、中学生以上
11チームの参加があり、１人約１ｋｍのコースを各チーム４人の
たすきリレーでつなぎました。
　参加者は、「階段が思ったよりきつかったけど、楽しかった」
「最後まで走りきれて良かった」と話していました。

　10月14日㈷、 田んぼアート稲刈り体験が行われました。これ
は、小国の㈱藤若農産が管理する田んぼで毎年企画され、今年
で９回目となります。当日は、干支の「いのしし」を描いた稲
穂が実りの時期を迎え、約40人が参加しました。構図は、雲城
小３年生が考え、田んぼに葉色の異なる稲を植えていのししを
描きました。稲刈り後は、窯で炊いた新米やいも煮で会食し、新
米すくいゲームを楽しみました。
　参加者は「初めて鎌で稲を刈り取る体験をした。新米はおい
しかった」と話していました。

　10月６日㈰、黒沢公民館地域民大運動会が黒沢公民館で行わ
れました。これは、地域住民が集まり楽しんで１日を過ごして
もらおうと、毎年黒沢公民館が企画しているものです。
　当日、集まった約100人は、赤組、白組に分かれて誰もが参加
しやすく工夫された種目で競いました。自分で膨らませた風船
を割る「ケツ圧測定」といったユニークな競技も行われ会場は
大いに盛り上がりました。参加者は、「例年と違って、チーム分
けをじゃんけんでしたことで、普段話せない人とも交流できて
よかった」と話していました。

　９月29日㈰、今市地区親睦体育大会が旭公園市民体育館で開
催されました。これは、四つの自治会が共に寄り添い、手をつ
なぎ前進して行こうと、四つ葉振興会が企画したものです。
　当日は、多くの地域住民が集まり６チームに分かれて、ラグ
ビーボールをモップで運ぶ「モップでGO」や「借り物競争」、
「色別代表リレー」など13の競技に参加しました。また、今年
初めて竹と毛布で担架を作って土のうを運ぶ「力をあわせて防
災訓練リレー」も行われ、参加者は、防災も学びながら交流を
深め、楽しい時間を過ごしました。

♥Town Topics

交通安全と防災について学ぼう
～　交通安全三世代交流・防災のつどい　～

やさか

豊かな森と海を守ろう
～　森づくりは海づくり㏌浜田　～

やさか

自分の夢に向かって
～　JFAこころのプロジェクト「夢の教室」　～

はまだ

偉人の偉業を知る、学ぶ
～　岡本甚左衛門ウォーキング大会　～

かなぎ

チームでたすきをつなぐ
～　浜田開府400年記念リレーマラソン　～

はまだ

笑って動いて地域間交流
～　黒沢公民館地域民大運動会　～

みすみ

田んぼアートでいのししが駆ける
～　田んぼアート稲刈り体験　～

かなぎ

地域で交流 体育大会
～　今市地区親睦体育大会　～

あさひ
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全
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活・環
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し尿の汲み取り
業者名 申込期間など

浜
田

㈲浜田浄化
センター

電話で申し込む地区
早めに申し込んでください。

休業日
12月31日㈫～令和２年１月５日㈰

門田産業㈲
電話で申し込む地区

汲み取り日の２日前まで
休業日

12月31日㈫～令和２年１月５日㈰

金
城
・
旭㈲江津衛生

公社

12月の汲み取り　12月５日㈭まで
１月の汲み取り　12月2８日㈯まで
休業日
　12月28日㈯～令和２年１月５日㈰

弥
栄

12月の汲み取り　12月４日㈬まで
１月の汲み取り　12月2８日㈯まで
休業日
　12月28日㈯～令和２年１月５日㈰

三
隅

㈲石見環境
整備

申込み
　汲み取り日の３日前まで
休業日
　12月31日㈫～令和２年１月５日㈰

ごみ処理場
処理場名 休業日

エコクリーンセンター
（江津市波子町）
【燃やせるごみ・燃やせる粗大ごみ】
※１月３日㈮特別開場日となります

12月31日㈫～
　令和２年１月５日㈰不燃ごみ処理場（生湯町）

【燃やせないごみ・燃やせない粗大
ごみ・古紙】
石央リサイクルセンター（生湯町）
【ペット・プラ、かん、びん】

年末年始は、市役所は休みとなります。

問合せ　総務課総務管理係　☎�９１１０

　美川公民館及び同館行政窓口は、地区行事に
よる振替のため、12月27日㈮は休館します。

問合せ　総合窓口課総合窓口係　☎�９４００

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

安
全
安
心

　
地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
伝

達
す
る
た
め
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
全
て
の
防
災
行
政

無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
る
ほ
か
、
防

災
防
犯
メ
ー
ル
か
ら
訓
練
メ
ー
ル
が

配
信
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す

訓
練
日
時

　
12
月
４
日
㈬　
午
前
11
時
頃

防
災
無
線
放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

で
す
」
を
３
回
繰
り
返
し
ま
す
。

「
こ
ち
ら
は
防
災
浜
田
市
で
す
」

※　
前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
ま

す
。

防
災
防
犯
メ
ー
ル
内
容

「
件
名　
国
民
保
護
情
報
」

「
本
文　
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
�
９
１
２
２

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

　
12
月
11
日
㈬
か
ら
31
日
㈫
ま
で
の

21
日
間
「
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
に
か
け
て
、
忘
年
会
な
ど
の

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
飲
酒
の
機
会
が
増

え
る
こ
と
か
ら
、
飲
酒
運
転
や
、
飲

酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
末
特
有
の
慌
た
だ
し
さ

か
ら
生
じ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
気
持
ち

の
焦
り
に
よ
り
、
運
転
時
の
集
中
力

の
欠
如
が
原
因
の
交
通
事
故
の
増
加
、

そ
の
ほ
か
に
も
、
帰
省
な
ど
に
伴
う

交
通
量
の
増
加
、
積
雪
や
路
面
凍
結

な
ど
道
路
環
境
の
悪
化
に
よ
る
重
大

事
故
の
発
生
も
増
加
し
ま
す
。

　
年
末
特
有
の
交
通
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

火
災
の
な
い
年
末
年
始
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う

　
こ
の
時
季
に
な
る
と
、
空
気
が
乾

燥
し
、
暖
房
器
具
や
火
気
を
使
用
す

る
機
会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
火
災

の
発
生
が
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
末
年
始
は
休
日
が
多
く
、

外
出
な
ど
で
家
を
空
け
た
り
、
事
業

所
も
無
人
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
か
け
が
え
の
な
い
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
も
、
お
出
か
け
前
や
お

休
み
前
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
火
の

元
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
の
な
い

年
末
年
始
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防
火
対
策

①
外
出
す
る
前
や
寝
る
前
に
は
、
必

ず
火
の
元
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
暖
房
器
具
は
定
期
的
に
点
検
を
行

い
、
調
子
の
悪
い
器
具
は
専
門
業

者
に
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

・
上
向
き
ラ
イ
ト
の
有
効
活
用

・
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

・
飲
酒
運
転
の
絶
無

・
冬
用
タ
イ
ヤ
の
早
期
装
着

・
安
全
速
度
や
車
間
距
離
の
保
持
な

ど
の
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
遵
守

歩
行
者
・
自
転
車
を
利
用
す
る
人
は

・
道
路
横
断
時
の
安
全
確
認

・
横
断
歩
道
や
信
号
交
差
点
を
利
用

し
て
の
横
断

・
反
射
材
の
着
用

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
�
９
１
２
２

③
家
の
周
り
な
ど
を
整
理
整
頓
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
放
火
さ
れ
な
い
環

境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

④
子
ど
も
の
火
遊
び
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

機
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
大
切
な
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
機
器
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
住
宅
に
つ
い
て
は
、
早
急

に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　
☎
�
１
１
６
７

生
活
・
環
境

２
０
２
０
年
版
島
根
県
民
手

帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

　
島
根
県
統
計
協
会
及
び
市
で
は
、

毎
年
「
島
根
県
民
手
帳
」
を
発
刊
・

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
手
帳
は
、
予
定
表
の
ほ
か
、

県
内
の
主
要
統
計
デ
ー
タ
や
県
内
の

お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
便
利

な
資
料
を
掲
載
し
た
、
ハ
ン
デ
ィ
タ

イ
プ
で
使
い
や
す
い
手
帳
と
な
っ
て

い
ま
す
。

価
格　
１
冊
５
５
０
円
（
税
込
み
）

※　
令
和
２
年
１
月
末
ま
で
総
合
窓

口
課
及
び
各
支
所
防
災
自
治
課
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
総
務
課
総
務
管
理
係

　
☎
�
９
１
２
０

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収

集
業
務
休
業
日

　
ご
み
処
理
場
・
し
尿
の
汲
み
取
り

休
業
日
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　
不
燃
ご
み
処
理
場
の
年
末
特
別
開

場
（
12
月
30
日
㈪
）
は
、
大
変
込
み

合
い
ま
す

　
例
年
、
待
ち
時
間
が
１
時
間
を
超

え
る
場
合
も
あ
り
、
付
近
の
道
路
が

渋
滞
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ご
み
の
搬
入
は
早
め
に
計
画

し
、
で
き
る
だ
け
年
末
を
避
け
て
の

搬
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
資
源
と
な
ら
な
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
は
燃
や
せ
る
ご
み
と
な
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

　
☎
�
９
４
３
０

住

宅

狭
い
市
道
の
拡
幅
に
補
助
し

ま
す

　
市
で
は
平
成
11
年
４
月
か
ら
「
狭

あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
」
に
取
り

道
路
の
除
雪
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　
除
雪
作
業
の
効
率
と
効
果
を
高
め

る
た
め
、
ま
た
、
道
路
交
通
や
作
業

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
次
の
点

に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１　
車
道
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

２　
ご
自
宅
の
出
入
口
の
除
雪
は
皆

さ
ん
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

３　
車
道
や
歩
道
上
に
物
を
置
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

４　
除
雪
車
の
周
り
に
近
づ
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

５　
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

６　
道
路
除
雪
時
の
通
行
規
制
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

７　
樹
木
の
所
有
者
は
、
道
路
に
張

り
出
し
た
枝
の
剪せ

ん
て
い定

な
ど
の
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

・
維
持
管
理
課
維
持
係

　
☎
�
９
６
２
１

・
各
支
所
産
業
建
設
課

12月28日㈯～令和2年１月５日㈰
市役所はお休みします

12月27日㈮
美川公民館は休館します

組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
建
築
物
の
建
替
え

時
に
狭
い
市
道
の
拡
幅
整
備
を
行
い
、

安
全
で
災
害
時
の
避
難
行
動
や
防
火

活
動
、
日
照
・
通
風
・
防
火
性
能
な

ど
に
有
利
な
空
間
を
確
保
し
、
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
で

す
。

事
業
の
概
要

都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
、
幅

員
１
・
８
ｍ
以
上
４
ｍ
未
満
の
市
道

（
２
項
道
路
に
限
る
）
に
面
し
て
建

築
物
の
建
替
え
を
行
う
場
合
に
、
図

の
拡
幅
部
分
（
道
路
後
退
用
地
）
を

市
に
無
償
提
供
し
て
も
ら
い
、
そ
の

部
分
に
あ
る
門
、
塀
な
ど
の
撤
去
費

や
、
後
退
し
た
部
分
に
設
け
る
擁
壁

の
築
造
費
な
ど
に
つ
い
て
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

無
償
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
道
路

後
退
用
地
は
、
市
道
と
し
て
整
備
し
、

維
持
管
理
を
し
て
行
き
ま
す
。

問
合
せ　
建
築
住
宅
課
指
導
係

　
☎
�
９
６
３
２

既存道路
境界線

４ｍ未満
市道

道路中心線

２ｍ ２ｍ

後退しなければな
らない道路境界線

拡幅部分（道路後退用地）
※　自分の土地であっても、

家を建てたり、門や塀などを
つくることができない土地
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継続在園者数及び新規募集人数　（令和元年10月１日現在）

幼稚園名 継続在園者数 新規募集人数
１年保育 ２年保育 １年保育 ２年保育 ３年保育

石見幼稚園 ７ １３ ６３ ５７ 20
長浜幼稚園 ７ ５ 28 30 20
美川幼稚園 ７ 18 20
※　継続在園者数とは、令和元年度から持ち上がりとなる

予定の園児数を指します。
※　今後の異動状況により、新規募集人数が変更となる場

合があります。

※　

２
年
保
育
児
及
び
１
年
保
育
児

が
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
継

続
在
園
者
を
優
先
す
る
こ
と
と
し
、

新
規
募
集
者
の
み
抽
選
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
定
員
に
満
た
な
い
場

合
は
、
異
年
齢
児
に
よ
る
混
合
学

級
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※　
石
見
幼
稚
園
に
は
、
特
別
支
援

学
級
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※　
原
井
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
現

在
休
園
中
で
あ
り
、
募
集
は
行
い

ま
せ
ん
。

保
育
料　
１０
月
か
ら
は
、
保
育
料
は

無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
教
材
費
用
な
ど
で
無
償
化
の
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

申
込
期
間　
１２
月
２
日
㈪
～
２0
日
㈮

（
土
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

申
込
方
法　
入
園
申
込
書
な
ど
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
希
望
す
る

幼
稚
園
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
申
込
書
は
、
子
育
て
支
援
課
及

び
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。

※　
平
成
３１
年
１
月
１
日
の
住
所
が

浜
田
市
以
外
の
人
は
令
和
元
年
度

（
平
成
３１
年
度
）
市
町
村
民
税
所

得
課
税
証
明
書
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
申
込
み
は
１
園
に
限
り
ま
す
。

※　
申
込
期
間
後
も
定
員
に
達
し
て

い
な
け
れ
ば
、
随
時
受
け
付
け
ま

す
。

問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼
稚
園
係

☎
�
９
３
３
０

・
石
見
幼
稚
園　
☎
�
０
４
９
３

・
長
浜
幼
稚
園　
☎
�
０
５
７
５

・
美
川
幼
稚
園　
☎
�
０
１
８
５

施設の状況
【認可保育所】　　　　令和元年10月１日現在

施設名 所在地 定員 開所時間

私
立

ちどり保育所 松原町 60 7:10～19:45
浜田ひかり保育所 原町 90 7:00～19:00
聖バルナバ保育園 浅井町 80 7:10～19:10
美川保育園 内村町 70 7:10～19:10
周布保育園 周布町 50 7:15～18:45
長沢保育園 長沢町 130 7:00～19:00
つくし保育園 佐野町 20 7:15～18:45
れんげ保育園 熱田町 60 7:10～19:10
あおい保育園 大辻町 90 7:15～19:00
みのり保育園 相生町 90 7:15～19:15
ちどり第２保育所 長浜町 50 7:10～19:45
うみかぜ保育園 久代町 100 7:00～20:00
上府保育園 上府町 80 7:15～19:15
みのり第２保育園 相生町 80 7:15～19:15
今福保育園 金城町今福 40 7:00～19:00
くもぎ保育園 金城町七条 90 7:15～18:45
波佐保育園 金城町波佐 20 7:15～18:45
おぐに保育園 金城町小国 20 7:00～18:30
安城保育園 弥栄町長安本郷 20 7:10～18:50
杵束保育園 弥栄町木都賀 20 7:10～18:50
三保保育園 三隅町湊浦 45 7:20～18:30
三隅保育所 三隅町向野田 80 7:20～18:50
岡見保育所 三隅町岡見 40 7:20～18:50

【認定こども園】
施設名 所在地 定員 開所時間

私
立

日脚保育園 日脚町 130 7:00～19:00
みなと子ども園 港町 160 7:00～19:15
こくふ子ども園 国分町 130 7:00～19:00
あさひ子ども園 旭町丸原 90 7:15～19:15

※　定員や開所時間は、変更になる場合があり
ます。

※　長沢保育園は令和２年４月１日から認定こ
ども園へ移行する予定です。

　
令
和
元
・
２
年
度
建
設
工
事
等
入

札
参
加
資
格
の
追
加
審
査
を
行
い
ま

す
。

　
令
和
２
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
人
の
う
ち
、
有
資
格
者
名
簿

に
登
録
が
な
い
人
や
登
録
を
し
て
い

な
い
工
種
（
業
種
）
を
追
加
す
る
人

な
ど
が
対
象
で
す
。

申
請
方
法　
島
根
県
と
県
内
市
町
が

共
同
利
用
す
る
資
格
申
請
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
請
後
、
必
要
書

類
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、

　
令
和
２
年
２
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
、
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
地
域
ご
と
の
農
林

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
農
林
行

政
の
推
進
に
活
用
す
る
た
め
に
５
年

毎
に
実
施
す
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　
12
月
半
ば
か
ら
２
月
中
旬
に
か
け

て
農
業
・
林
業
を
行
っ
て
い
る
皆
さ

ん
の
お
宅
や
会
社
に
、
調
査
員
が
調

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

令
和
元
・
２
年
度
建
設
工
事

等
入
札
参
加
資
格
審
査
（
追

加
審
査
）
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す

令
和
２
年
度
市
立
幼
稚
園
入

園
児
を
募
集
し
ま
す

　
幼
稚
園
教
育
は
、
家
庭
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
生
涯
に
わ
た
る
人
間

形
成
の
基
礎
を
培
う
た
め
の
も
の
で

あ
り
、
１
日
の
保
育
時
間
は
４
時
間

程
度
と
な
り
ま
す
。

入
園
資
格　
市
内
に
住
み
、
次
に
該

当
す
る
幼
児

１
年
保
育
児
（
年
長
児
）

　
平
成
２６
年
４
月
２
日
～
平
成
２７
年

４
月
１
日
生
ま
れ

２
年
保
育
児
（
年
中
児
）　

　
平
成
２７
年
４
月
２
日
～
平
成
２８
年

４
月
１
日
生
ま
れ

３
年
保
育
児
（
年
少
児
）

　
平
成
２８
年
４
月
２
日
～
平
成
２９
年

４
月
１
日
生
ま
れ

子

育

て

※　
継
続
在
園
者
数
及
び
新
規
募
集

人
数
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

※　
３
年
保
育
児
が
定
員
を
上
回
っ

た
場
合
、
３
園
間
で
調
整
の
上
、

原
則
と
し
て
抽
選
と
し
ま
す
。

産

業

地
域
活
性
化

贈
り
物
に
「
は
ま
と
く
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
浜
田
市
観
光
協
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
「
は
ま
と
く
」
で
は
、
市

内
特
産
品
を
多
数
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。
お
歳
暮
に
合
わ
せ
、
大
切
な
あ

の
人
へ
の
贈
り
物
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

「
は
ま
と
く
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　

http://w
w

w
.ham

atoku.jp/

問
合
せ　
浜
田
市
観
光
協
会

☎
�
１
０
８
５

査
に
伺
い
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
、
田
、
畑
、
樹
園
地
、

保
有
山
林
面
積
、
過
去
１
年
間
の
農

産
物
販
売
金
額
を
調
べ
て
お
い
て
い

た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

　
調
査
の
意
義
・
重
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
総
務
課
総
務
管
理
係　
　

　
☎
�
９
１
２
０

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　
12
月
25
日
㈬
か
ら
令
和

２
年
１
月
15
日
㈬
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
及
び
年
末
年
始
は

除
く
）

受
付
・
問
合
せ　
契
約
管
理
課
入
札

管
理
係　
☎
�
９
１
４
１

　

〒
６
９
７-

８
５
０
１　
【
浜
田

市
殿
町
１
番
地
】

令
和
２
年
４
月
か
ら
の
保
育
所

新
規
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
の
認
可
保
育

所
（
認
定
こ
ど
も
園
も
含
む
）
の
新

規
入
所
（
転
園
希
望
も
含
む
）
の
申

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
２
年
４
月
以
降
も
現

在
入
所
中
の
保
育
所
に
継
続
入
所
を

希
望
す
る
場
合
の
手
続
は
、
別
途
連

絡
し
ま
す
。

入
所
対
象
児
童　
保
護
者
（
父
母
）

が
次
の
よ
う
な
事
情
の
た
め
、
保

育
を
必
要
と
す
る
児
童

※　
父
母
以
外
の
同
居
者
の
状
況
は

入
所
要
件
に
影
響
し
ま
せ
ん
が
、

入
所
の
優
先
順
位
決
定
の
際
に
は

考
慮
さ
れ
ま
す
。

・
家
庭
外
で
常
時
働
い
て
い
る
。

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、求
職
活
動
含
む
）

・
家
庭
内
で
常
時
家
事
・
育
児
以
外

の
仕
事
を
し
て
い
る
。

・
母
親
が
出
産
の
前
後
（
２
か
月
程

度
）
で
あ
る
。

・
傷
病
又
は
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
。

・
親
族
を
常
時
看
護
又
は
介
護
し
て

い
る
。

・
就
学
し
て
い
る
。

・
災
害
な
ど
で
居
宅
を
失
っ
た
。

申
込
期
間

第
１
次
募
集

　
12
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

第
２
次
募
集

　
令
和
２
年
３
月
２
日
㈪
～
10
日
㈫

申
込
方
法

　
教
育
・
保
育
給
付
認
定
申
請
書
兼

保
育
所
等
利
用
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
保
育
の
必
要
性

を
証
明
す
る
書
類
（
就
労
証
明
書

な
ど
）
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　
平
成
31
年
１
月
１
日
の
住
所
が

浜
田
市
以
外
の
人
は
保
護
者
の
令

和
元
年
度
（
平
成
31
年
度
）
市
町

村
民
税
所
得
課
税
証
明
書
も
必
要

で
す
。
な
お
、
申
込
書
提
出
の
際

に
家
庭
の
状
況
を
聞
き
取
り
に
よ

り
確
認
し
ま
す
。

※　
日
脚
保
育
園
、
あ
さ
ひ
子
ど
も

園
へ
の
入
所
に
つ
い
て
は
、
直
接

当
該
施
設
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼
稚
園
係

　
☎
�
９
３
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
認
定
こ
ど
も
園
日
脚
保
育
園

　
☎
�
１
０
６
４

・
認
定
こ
ど
も
園
あ
さ
ひ
子
ど
も
園

　
☎
�
８
１
８
１

「
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
子
ど
も
が
遊
ぶ
お
も
ち
ゃ
全
般
の

修
理
を
し
て
い
ま
す
。

　
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
治
す
こ
と
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
物
を
大
切
に

す
る
心
、
人
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
た
い
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
性
別
、
年
齢
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
見
学
も
で
き
ま

す
。

実
施
場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
す
く
す
く

実
施
日　
毎
月
第
１
、
第
３
水
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

問
合
せ　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す

く
す
く　
☎
�
１
２
５
３

令
和
２
年
５
月
以
降
産
休
育

休
復
帰
者
の
入
所
希
望
調
査

を
行
い
ま
す

　
産
後
休
暇
・
育
児
休
業
が
終
了
し

職
場
復
帰
す
る
人
を
事
前
に
把
握
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
育
所
の
受
入

体
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
入
所
希

望
調
査
を
行
い
ま
す
。

対
象　
保
護
者
（
父
母
）
が
、
令
和

２
年
５
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま

で
の
間
に
産
後
休
暇
・
育
児
休
業

（
制
度
と
し
て
取
得
で
き
な
い
場

合
や
、
自
営
業
の
休
業
も
含
み
ま

す
）
が
終
了
し
職
場
復
帰
す
る
世

帯
の
う
ち
、
令
和
２
年
５
月
か
ら

令
和
３
年
３
月
ま
で
の
間
に
入
所

を
希
望
す
る
世
帯
で
令
和
２
年
度

０
歳
児
ク
ラ
ス
の
児
童

※　
平
成
31
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以

降
で
、
希
望
調
査
票
提
出
時
点
で

出
生
前
も
含
み
ま
す
。

※　
０
歳
児
と
兄
弟
同
時
入
所
で
の

１
歳
児
以
上
の
兄
姉
も
対
象
と
し

ま
す
。

提
出
期
間　
12
月
２
日
㈪
～
令
和
２

年
３
月
10
日
㈫

提
出
方
法　
希
望
調
査
票
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
復
帰
者
の
復
帰

日
が
分
か
る
書
類
（
就
労
証
明
書

な
ど
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※　
調
査
票
は
、
子
育
て
支
援
課
及

び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。

※　
提
出
時
点
で
、
入
所
希
望
児
童

が
出
生
前
の
場
合
は
、
母
子
手
帳

（
写
）
が
必
要
で
す
。

※　
日
脚
保
育
園
、
あ
さ
ひ
子
ど
も

園
に
入
所
を
希
望
す
る
人
は
、
調

査
票
を
直
接
当
該
施
設
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼
稚
園
係

　
☎
�
９
３
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
認
定
こ
ど
も
園
日
脚
保
育
園

　
☎
�
１
０
６
４

・
認
定
こ
ど
も
園
あ
さ
ひ
子
ど
も
園

　
☎
�
８
１
８
１
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
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安
全
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心
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「産後うつ」ってどんな病気・・・？
　マタニティ・ブルーは一過性のものですが、産後う
つは深刻なこころの病気です。

こんなことはありませんか？
　・子どもがかわいく思えない
　・育児に自信がもてない
　・いつもイライラしている
　・涙もろくなった
　・眠れない、食欲が出ない
　・今まで楽しかったことが楽しいと思えない
　・家事・育児をする気力がわかない　　など

　産後うつの症状として出やすい様子をあげています。
当てはまる項目があって気になるときは医療機関など
で相談してみてください。また、自分では判断が難し
いこともあるので、ご家族から見てどうかを聞いてみ
ましょう。

～　産婦健診が無料で受けられます　～
浜田市では、産後２週間頃に医療機関で受ける産婦

健診が、今年度から無料で受けられます。
お母さんの体と心の健康状態の確認、授乳・育児に

関する相談、産後うつの予防や早期発見のためにも、
ぜひ産婦健診を受けましょう。

問合せ　子育て支援課子育て支援係　☎�９３３１

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳以上49歳までの女性

実施期間
江木医院
令和２年２月29日㈯まで
浜田医療センター内　健診センター
令和２年２月28日㈮まで

実施場所

江木医院　☎�１１８１（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
☎�７７００（要予約）
予約受付時間　14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 ９：00～　9：30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

浜
田12月17日㈫

　9：00～ 9：30 上府三宅集会所
10：00～10：30 石見公民館
11：00～11：30 浜田保健所

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
は
ま
だ
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
は
ま
チ
ャ
レ
）」
に

応
募
し
て
く
だ
さ
い

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
「
１
日
８

０
０
０
歩
！
～
ま
ず
は
５
０
０
０
歩

か
ら
～
」
を
目
指
し
て
、
１
日
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
２
０
０
０
歩
に
１
ポ

イ
ン
ト
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
記
録
し
、

１
か
月
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
貯

ま
っ
た
人
は
記
録
用
紙
兼
応
募
用
紙

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
抽
選
で
１

０
０
人
に
、
２
０
０
０
円
分
の
商
品

券
が
当
選
し
ま
す
。
詳
し
く
は
浜
田

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
又
は
、
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
浜
田
市
在
住
（
通
勤
・
通
学

を
含
む
）
の
18
歳
以
上
の
人

記
録
期
間　

　
第
２
期　
10
月
～
12
月
分

応
募
期
限　
令
和
２
年
２
月
３
日
㈪

当
日
消
印
有
効

応
募
方
法　
市
役
所
な
ど
の
応
募
箱
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

※　

当
選
者
の
氏
名
は
浜
田
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
表
し
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

保
険
・
医
療

年

金

後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る
医

療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

　
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
へ
、
医
療
費
通
知
を
送
付
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
に
、
医

療
費
通
知
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

発
送
時
期
（
予
定
）

　
第
２
回　
令
和
２
年
１
月
中
旬

　
（
５
月
～
10
月
診
療
分
）

※　
平
成
30
年
11
月
～
平
成
31
年
４

月
診
療
分
の
医
療
費
通
知
（
第
１

回
）
は
、
８
月
中
旬
に
送
付
し
て

い
ま
す
。

※　
令
和
元
年
11
～
12
月
診
療
分
や
、

医
療
費
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
医
療
費
が
あ
る
場
合
は
、
ご
自

身
で
領
収
書
に
基
づ
い
て
、
別
途

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
作

成
し
て
申
告
書
に
添
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※　
療
養
費
（
柔
道
整
復
、
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
き
ゅ
う
）
に

つ
い
て
、
療
養
費
通
知
を
確
定
申

告
に
使
用
す
る
場
合
は
、
５
月
、

９
月
送
付
分
と
令
和
２
年
１
月
送

付
分
を
あ
わ
せ
て
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
10
月
～
12
月
施
術

分
に
つ
い
て
は
施
術
所
が
発
行
す

る
領
収
書
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

・
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
８
５
２
⑳
７
５
２
５

・
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
☎
�
９
４
１
２

社
会
保
険
料
控
除
に
係
る
保

険
料
納
付
額
を
お
知
ら
せ
し

ま
す

　
本
年
中
（
平
成
31
年
１
月
１
日
～

令
和
元
年
12
月
31
日
）
に
納
付
し
た

国
民
健
康
保
険
料
、介
護
保
険
料
、後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
は
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
で
手
続
す
る
こ

と
に
よ
り
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
手
続
の
際
に
必
要
と
な
る
年
間
納

付
額
の
分
か
る
書
類
を
次
の
と
お
り

送
付
又
は
窓
口
交
付
し
ま
す
の
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
で
必
要
な
人

　
窓
口
交
付
し
ま
す
。詳
し
く
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
で
必
要
な
人

　
１
月
中
旬
に
、
各
保
険
の
保
険
者

か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※　
年
金
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

天
引
き
）
の
人
は
、
日
本
年
金
機

構
な
ど
が
発
行
す
る
公
的
年
金
の

源
泉
徴
収
票
に
社
会
保
険
料
支
払

額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
各

保
険
者
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
あ
り

ま
せ
ん
。

交
付
窓
口
・
問
合
せ

国
民
健
康
保
険
料

・
保
険
年
金
課
賦
課
給
付
係

　
☎
�
９
４
１
３

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

・
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
☎
�
９
４
１
２

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

介
護
保
険
料

・
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保

険
課

　
☎
�
１
５
２
０

・
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

　
☎
�
９
３
２
０

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
お
け
る

エ
イ
ズ
検
査
を
実
施
し
ま
す

　
12
月
１
日
は
、
世
界
的
レ
ベ
ル
で

の
エ
イ
ズ
ま
ん
延
防
止
と
患
者
・
感

染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
解
消

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
世
界
エ

イ
ズ
デ
ー
で
す
。
今
年
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
テ
ー
マ
は
「
Ｕ
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｔ

Ｅ
！
話
そ
う
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の

と
な
り
で
～
検
査
・
治
療
・
支
援
～
」

で
す
。

　
浜
田
保
健
所
で
は
、
こ
の
機
会
に

エ
イ
ズ
無
料
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
12
月
４
日
㈬
・
５
日
㈭　

　
午
後
５
時
～
７
時

場
所　
浜
田
保
健
所

検
査
内
容　
血
液
検
査

※　
検
査
を
受
け
た
後
、
結
果
が
分

か
る
ま
で
90
分
要
し
ま
す
。

料
金　
無
料

※　
事
前
予
約
制
で
す
。
検
査
前
日

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
匿
名
で
も
可
能
で
す
。

申
込
み　
浜
田
保
健
所　
医
事
・
難

病
支
援
課　
☎
�
５
５
５
４

子育てはひとりでするものではありません
つらいと感じたら早めに相談しましょう

健
康
・
福
祉

12月各種がん検診の日程
　がん検診を受けるにあたり、広報はまだ
５月号（P30）の注意事項を参考にしてく
ださい。浜田市に住民票がある人は、市が
実施する各種がん検診を、無料で受診する
ことができます。がん検診受診の際は、本
人確認ができるもの（健康保険証・運転免
許証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診する場

合は、２回目以降全額負担となります。
問合せ　健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎�９３１１

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人及

びクーポン券が送付された人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター

☎�７７００
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間
令和２年２月28日㈮まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社　☎�７４４２

実施日 受付時間 会　場
浜
田12月14日㈯

（休日検診）
 9:00～11:30 市役所第２東分庁舎１階

三
隅 13:30～15:00 三隅保健センター
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）

を受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人
胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上

実施日 受付時間 会　場
三
隅12月３日㈫

8:30～　9:30 海石集会所
10：30～11：00 市役所三隅支所

浜
田 13：00～13：30 石見公民館
浜
田12月４日㈬ 9:00～10:00 ラ・ペアーレ浜田

13：00～13：30 石原集会所
※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受

診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。
２時間前までは、薬の内服やコップ１杯程度の飲水は
可能です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメ
ン・ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など
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伝 言 板
まちかど

皆さん、こんにちは。アメリカの国際交流員のジョ
アンナです。

最近寒くなりましたが、皆さんは毎日暖かくしてい
ますか？

冬になると日本と同じく、アメリカでは家族と一緒
に集まって楽しい時間を過ごしたり、シチューや鍋物
を食べたりして体と心を温めます。そして、12月の大
きなイベントはクリスマスです。

元々、キリスト教の習慣ですが、クリスマスは現在
宗教関係なく祝っているアメリカ人が多いです（日本
でもそうですね）。12月に入るとお店でクリスマスの
音楽を流して、街中がイルミネーションで綺麗な光に
囲まれています。そして、街中だけではなく、各家に
イルミネーションやクリスマスリースを飾ります。家
の中にはツリーを置いて音楽を聴きながら家族と一緒
に飾り付けて、ツリーの下にプレゼントを置きます。
夜になるとツリーの光を付けて、12月25日を楽しみに
しながら過ごしています。

クリスマスイブの時、人によっては教会の礼拝に行
き、子どもたちはサンタが夜に来る前にクッキーと牛
乳を用意して、トナカイには人参も用意します。私の
実家ではイブに1つのクリスマスプレゼントを開ける

習慣が昔からあります。
当日の朝にまたプレゼント交換をして、昼から家族

と大きなハムや七面鳥、色々な料理を食べて、もう一
回みんなでプレゼント交換をします。家族が全員集ま
る機会は中々ないので、クリスマスはアメリカ人に
とってとても大切な日です。

しかし、家庭によってクリスマスではなくほかの習
慣を祝います。ユダヤ系アメリカ人は８日間をかけて
行うハヌカ（Hanukkah）や、アフリカ系アメリカ人
は１週間クワンザ（Kwanzaa）を祝います。地域や
宗教、バックグラウンドによって祝う習慣が変わりま
すので、アメリカでは「メリークリスマス」や「ハッ
ピーハヌカ」、「ハッピークワンザ」ではなく、全部の
習慣に合わせられるように「ハッピーホリデーズ！」・
「良い休日を！」と言います。皆さんはどういう風に
この12月を過ごしますか？クリスマスや
お正月を家族や友達と一緒に楽
しんでください！

ハッピーホリデーズ！

ジョアンナ　ディクソン

“Happy Holidays!”：冬に祝うアメリカの習慣

対
象　
市
内
在
住
の
障
が
い
者（
児
）

日
時　
12
月
６
日
㈮
〜
令
和
２
年
３

月
13
日
㈮
の
毎
週
金
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
12
月
20
日
、
27
日
、
令
和
２
年
１

月
３
日
は
除
く
）

場
所　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

問
合
せ　
浜
っ
子
作
業
所　
沖
田
さ

ん　
☎
�
２
８
２
４

出
願
期
間

第
１
回　
令
和
２
年
２
月
29
日
㈯
ま
で

第
２
回　
３
月
１
日
㈰
～
17
日
㈫

第
６
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　
令
和
２
年
２
月
９
日
㈰

受
付
期
間

書
面
申
請　
12
月
５
日
㈭
〜
19
日
㈭

電
子
申
請　
12
月
２
日
㈪
～
16
日
㈪

試
験
地　
浜
田
市・松
江
市・出
雲
市

試
験
種
類

　
乙
種
第
１
類
〜
第
６
類
・
丙
種

問
合
せ　
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物

係　
☎
�
１
１
６
７

入
学
説
明
会・相
談
会
（
浜
田
会
場
）

日
時　
・
令
和
２
年
１
月
12
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
～　
・
２
月
21
日

㈮　
午
後
２
時
～
（
個
別
相
談
）

場
所　
い
わ
み
ー
る

申
込
み　
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０

日
時　
12
月
11
日
㈬
・
令
和
２
年
１

月
８
日
㈬　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０

日
時　
12
月
３
日
㈫
・
令
和
２
年
１

月
７
日
㈫　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田　
１
階

内
容　
血
圧
測
定
、
体
組
成
測
定
、

健
康
相
談
、
介
護
相
談
な
ど

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支

部　
☎
�
０
５
０
５

日
時　
12
月
７
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　
い
わ
み
ー
る 

１
０
２
研
修
室

内
容　
働
き
方
改
革
・
賃
金
・
パ
ワ

ハ
ラ
な
ど
（
経
営
者
・
従
業
員
）

申
込
み　
事
前
に
島
根
県
社
会
保
険

労
務
士
会
石
見
支
部
事
務
局
へ

☎
�
２
１
３
９

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
12
月
10
日
㈫

以
降
。

問
合
せ　

公
営
住
宅
（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
�
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅・地
域
定
住
住
宅

（
金
城
・
旭
・
弥
栄
）

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

若
者
住
宅
（
三
隅
）

　
㈱
コ
ム
サ　
☎
�
２
９
９
９

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

浜
田
土
建
㈱　
☎
�
１
４
１
７

日
時　
12
月
２
日
㈪
～
６
日
㈮

場
所　
市
役
所
本
庁　
市
民
ロ
ビ
ー

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
川
を
か
わ
い
が
ろ
う

会　
桑
田
龍
三
さ
ん

　
☎
０
９
０-

５
２
６
５-

０
７
６
６

日
時　
12
月
７
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
県
立
体
育
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
県
立
体
育
館

　
☎
�
１
２
０
１

日
時　
12
月
８
日
㈰　
午
前
９
時
30

分
～
（
小
雨
決
行
）

場
所　
国
府
公
民
館　
発
着

６
㎞
・
４
㎞
コ
ー
ス

（
小
学
校
低
学
年
以
下
保
護
者
同
伴
）

料
金　
３
０
０
円

（
軽
食
あ
り
・
小
学
生
以
下
無
料
）

申
込
み　
で
き
る
だ
け
事
前
に
国
府

公
民
館
へ　
☎
�
１
２
７
０

又
は
西
川
さ
ん
へ

　
☎
０
９
０-

９
５
０
７-

１
７
５
５

日
時　
12
月
７
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
い
わ
み
ー
る

定
員　
２
０
０
人

料
金　
無
料

問
合
せ　
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係　
☎
�
９
３
２
２

人

権

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す

　
昭
和
２３
年
の
第
３
回
国
際
連
合
総

会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
て

以
来
、
国
連
で
は
こ
れ
を
記
念
し
、

毎
年
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　
わ
が
国
で
は
、
12
月
４
日
か
ら
10

日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
広
く
国
民
に
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。「

人
権
週
間
」
に
当
た
り
、
２１
世

紀
が
「
人
権
の
世
紀
」
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
わ
た
し
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
「
人
権
」
を
尊
重

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し
く
認
識

し
、
明
る
く
豊
か
な
住
み
よ
い
社
会

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

強
調
事
項

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

・
障
が
い
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う

・
部
落
差
別
な
ど
の
同
和
問
題
に
関

す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
を
な
く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

・
性
自
認
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、「
こ
れ
は

人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

感
じ
た
り
、
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と

を
抱
え
た
り
し
て
い
る
人
は
、
松
江

地
方
法
務
局
浜
田
支
局
（
☎
�
０
９

５
９
）
又
は
人
権
擁
護
委
員
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
人
権
相
談
所
（
無
料
・
秘

密
厳
守
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
人
権
相
談
所
の
開
設
日
時
・
場

所
に
つ
い
て
は
、
毎
月
「
広
報
は

ま
だ
」
付
属
の｢

は
ま
だ
情
報
カ

レ
ン
ダ
ー｣

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
松
江
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課　
☎
０
８
５
２
�
４
２
６
０

浜
田
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

教
室
（
ス
ケ
ー
ト
教
室
）

教
室・講
座

放
送
大
学　
４
月
生

危
険
物
取
扱
者
試
験

資
格・試
験

相
　
　
談

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

島
根
県
看
護
協
会

　
　
ま
ち
の
保
健
室

島
根
県
社
会
保
険
労
務
士
会

「
労
働
問
題
」
無
料
相
談
会

募
　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

お
出
か
け

浜
田
川
の
河
岸
の
風
景
展

「
あ
が
あ
な
も
ん
あ
る
ん
か
ぁ
」

県
立
体
育
館

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

　
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ｉｎ
国
府

障
が
い
者
差
別
解
消
推
進

講
演
会
「
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
で

社
会
参
加
と
働
く
自
由
を
！！
」

国際交流員コラム
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市では毎年、新年を迎えた喜びを市民の
皆さんと祝う「市民新年賀会」を開催して
います。来年は次のとおり開催しますので、
多数の参加をお待ちしています。

日時　令和２年１月６日㈪　午後４時
場所　浜田ワシントンホテルプラザ
料金　１人1,000円

申込み　12月９日㈪
までに会費を添え
て、市役所本庁舎
３階市長公室へ
　☎�９１０２

年
末
年
始
は
休
ま
ず
開
館

サ
ン
タ
を
さ
が
せ

日
時　
12
月
１
日
㈰
～
25
日
㈬

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

ア
ク
ア
ス
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ク
リ
ス
マ
ス

「
シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・

　
ア
シ
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス・
な
か

よ
し
タ
イ
ム・ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

ク
リ
ス
マ
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン
」

「
ク
ラ
ゲ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

日
時　
12
月
21
日
㈯
～
25
日
㈬

「
サ
ン
タ
ダ
イ
バ
ー
と
ト
ー
ク
タ
イ
ム
」

日
時　
12
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　
午
後
２
時
～
２
時
30
分

場
所　
３
階
コ
ー
ラ
ル
リ
ー
フ
水
槽

「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
で
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
を
作
ろ
う
♪
」

日
時　
12
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所　
２
階
ア
ト
リ
ウ
ム

「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時　
12
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　
午
後
４
時
～
４
時
30
分

場
所　
本
館
シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
プ
ー
ル

「
巨
大
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」

日
時　
12
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　
午
後
４
時
30
分
～
６
時

場
所　
２
階
ア
ト
リ
ウ
ム

「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」

日
時　
12
月
４
日
㈬
～
25
日
㈬

場
所　
３
階
ロ
シ
ア
水
槽
前

み
ん
な
の
知
ら
な
い
ア
ク
ア
ス
ツ
ア
ー

日
時　
令
和
２
年
１
月
４
日
㈯
～
２

月
29
日
㈯

　
①
午
前
11
時
～　
②
午
後
２
時
～

場
所　
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

定
員　
各
回
15
人
（
先
着
）

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

日
時　
12
月
１
日
㈰
～
令
和
２
年
３

月
31
日
㈫
の
土
・
日
・
祝
日

（
12
月
21
日
㈯
～
令
和
２
年
１
月
７

日
㈫
は
毎
日
開
催
）

　
午
後
０
時
30
分
（
20
分
程
度
）

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
を
作
ろ
う
♪
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
12
月
９
日
㈪

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

料
金　
１
個
３
０
０
円（
先
着
20
個
）

　
（
別
途
入
館
料
が
必
要
）　

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

浜
田
開
府
四
百
年
記
念

「
浜
田
真
理
子
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時　
令
和
２
年
２
月
２
日
㈰

午
後
２
時
～
４
時
30
分

場
所　
大
ホ
ー
ル

グ
ラ
ナ
リ
エ
２
０
１
９
in
グ
ラ
ン
ト
ワ

日
時　
12
月
23
日
㈪
ま
で

日
没
～
午
後
10
時

（
12
月
10
日
㈫
は
休
館
）

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
中
庭
広
場　
ほ
か

内
容　
約
１
５
０
０
０
球
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
た
光
の
演
出

料
金　
無
料

料
金　
全
席
自
由

　
前
売
券
一
般　
　
３
０
０
０
円

　
　
　
（
当
日
５
０
０
円
増
）

　
中・高・大
学
生　
１
０
０
０
円

　
　
　
（
当
日
３
０
０
円
増
）

　
小
学
生
以
下　
無
料

出
演　
浜
田
真
理
子
さ
ん　
ほ
か

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
、

教
育
委
員
会
、み
ず
ほ
楽
器
、ブ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
ス
ト
、
ラ
・
ペ

ア
ー
レ
浜
田
、
世
界
こ
ど
も
美
術

館
、
石
正
美
術
館
、
グ
ラ
ン
ト
ワ
、

江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

日
時　
令
和
２
年
１
月
３
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
～

場
所　
三
階
小
学
校
駐
車
場　
発
着

　
①
登
頂
往
復
コ
ー
ス
・
10
㎞

　
②
森
林
公
園
往
復
コ
ー
ス
・
７
㎞

料
金　
無
料（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

申
込
み　
西
川
さ
ん
へ

　
☎
０
９
０-

９
５
０
７-

１
７
５
５

日
時　
12
月
31
日
㈫
〜
令
和
２
年
１

月
３
日
㈮　
日
没
〜
午
前
０
時

（
12
月
31
日
は
日
没
～
翌
日
午
前
６

時
ま
で
点
灯
）

場
所　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問
合
せ　
水
産
振
興
課
水
産
係

　
☎
�
９
５
２
０

サ
ン
ビ
レ
フ
ェ
ス
タ　
オ
ン　
ア
イ
ス

日
時　
12
月
29
日
㈰

午
後
１
時
～
３
時

内
容　
フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
エ
キ
シ

ビ
シ
ョ
ン
・
カ
ー
リ
ン
グ
体
験
な
ど

日
時　
12
月
27
日
㈮

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　
く
に
び
き
メ
ッ
セ（
松
江
市
）

内
容　
島
根
の
企
業
１
７
０
社
が
集

結
す
る
業
界
研
究
イ
ベ
ン
ト

問
合
せ　
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

☎
０
８
５
２
�
０
６
９
４

対
象　
18
歳
以
上

日
時　
12
月
22
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
県
立
体
育
館　

２
階
研
修
室

日
時　
12
月
22
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
市
役
所
本
庁
前
に
集
合
し
現

地
へ

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時　
12
月
21
日
㈯　
午
後
２
時

場
所　
カ
ト
リ
ッ
ク
浜
田
教
会

料
金　
無
料
（
募
金
受
付
あ
り
）

問
合
せ　
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

松
本
さ
ん

　
☎
０
８
０-
６
３
１
４-

１
３
５
１

日
時　
12
月
14
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー　

２
階

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー　

講
師　

滑
川
明
男
さ
ん
（
仙
台
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
会
代
表
）

日
時　
12
月
13
日
㈮
～
19
日
㈭

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
16
日
㈪
は
休
館
日
、
19
日
㈭
は
午

日
時　
12
月
13
日
㈮

　
午
後
３
時
〜
５
時

場
所　
島
根
県
立
大
学　
交
流
セ
ン

タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

問
合
せ　
産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

☎
�
９
５
０
２

対
象　
小
学
生
以
上

日
時　
12
月
15
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

場
所　
石
見
公
民
館　
調
理
室・和
室

定
員　
18
人

料
金　
８
５
０
円
（
傷
害
保
険
代
含

む
・
会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
12
月
12
日
㈭
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ 

☎
�
１
２
４
１

後
３
時
45
分
ま
で
）

場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

内
容　
市
内
小
中
学
校
特
別
支
援
学

級
・
浜
田
養
護
学
校
の
作
品
展

料
金　
無
料

問
合
せ　
国
府
小
学
校

☎
�
０
０
２
８

料
金　
無
料

問
合
せ　
あ
っ
た
か
い
い
ね
っ
と

☎
�
４
９
６
６

内
容　
猫
背
を
な
お
す
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

料
金　
無
料

申
込
み　
県
立
体
育
館
へ

☎
�
１
２
０
１

料
金　
無
料

初
級
ス
ケ
ー
ト
教
室

日
時　
毎
週
土
曜
日

　
午
前
10
時
～
10
時
45
分

料
金　
受
講
料　
　
　
　
６
０
０
円

　
　
　
滑
走
料　
　
　
　
５
１
０
円

　
　
　
貸
靴
料　
　
　
　
４
１
０
円

　
保
険
料（
初
回
の
み
）　
６
０
０
円

定
員　
各
回
10
人
（
先
着
）

申
込
み　
随
時
受
付

ス
ケ
ー
ト
団
体
利
用
受
付
中

問
合
せ　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

☎
�
１
３
０
０

益
田
お
や
こ
劇
場
連
携
・
東
京
演
劇

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

音
楽
劇
「
は
ら
っ
ぱ
の
お
は
な
し
」

日
時　
12
月
８
日
㈰　
午
後
２
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
小
ホ
ー
ル

内
容　
親
子
で
楽
し
め
る
、
虫
た
ち
、

い
の
ち
た
ち
の
お
は
な
し

料
金　
全
席
自
由

　
前
売
券　
一
般　

２
５
０
０
円

　
　
高
校
生
以
下　
１
５
０
０
円

　
当
日
券　
５
０
０
円
増

（
会
員
料
金
あ
り
）

※　
３
歳
以
下
膝
上
無
料
（
席
が
必

要
な
場
合
は
有
料
）

日
時　
12
月
８
日
㈰ 

午
後
１
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

出
演　
露
の
新
治
さ
ん
（
上
方
落
語

家
）、
福
田
潤
さ
ん
（
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
）
ほ
か

料
金　
無
料

問
合
せ　
べ
っ
ぴ
ん
の
会 

山
本
さ
ん

　
☎
０
９
０-

４
５
７
５-

３
７
７
５

日
時　
12
月
８
日
㈰

区 中継場所 予定時刻
１区 （スタート）益田陸上競技場 　9:30～
２区 益田陸上競技場 　9:40～
３区 原浜団地入口 　9:50～
４区 磯釣センターかまて前 10:05～
５区 岡見郵便局前 10:27～
６区 湊浦集会所前 10:37～
７区 三保三隅駅前 10:44～
８区 ゆうひパーク三隅 10:58～
９区 昭和測量設計事務所浜田事務所前 11:18～

ゴール 旧しまねお魚センター前 11:44～

問
合
せ　
し
お
か
ぜ
駅
伝
事
務
局

（
山
陰
中
央
新
報
西
部
本
社
内
）

☎
�
０
１
０
９

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
�
２
１
０
０

市民新年賀会

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

初
歩
き

三
階
山
登
頂
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

浜
田
マ
リ
ン
大
橋ライ

ト
ア
ッ
プ

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

島
根
の
企
業
を
知
ろ
う

年
末
し
ま
ね
ジ
ャ
ン
ボ
企
業
博

県
立
体
育
館

　
ス
ポ
ー
ツ
講
座

第
２
０
３
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

開
府
四
百
年
の
浜
田
城
で

謎
探
検

ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
９

あ
っ
た
か
い
い
ね
っ
と　
講
演
会

「
地
域
共
生
社
会
を
支
え
る
た

め
に
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
学
ぶ
」

ふ
れ
あ
い
作
品
展

「
浜
田
を
元
気
に
す
る

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」

最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

浜
田
国
際
交
流
協
会

中
国
料
理
教
室
～
さ
わ
ら
餃
子

と
吉
林
省
の
料
理
を
作
ろ
う
～

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

べ
っ
ぴ
ん
寄
席

浜
田
ー
益
田
間
駅
伝
競
走

大
会
（
し
お
か
ぜ
駅
伝
）



❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間

（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※
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地
元
浜
田
の
木
材
を
使
用
し
て
制
作
し
た

５
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
、
遊
べ
る
木

の
作
品
を
一
堂
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
浜
田

の
森
や
海
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
パ
ズ
ル
や
、

ブ
ナ
の
巨
木
で
制
作
し
た
オ
ロ
チ
な
ど
、
作

品
に
触
れ
、
木
の
温
も
り
を
感
じ
て
く
だ
さ

い
。

会
期　
令
和
２
年
１
月
13
日
㈷

助
成　
一
般
財
団
法
人
地
域
創
造

料
金　
一
般　
　
　
　
　
４
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　
３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
木
の
実
で
ア
ー
ト
》

◎
12
月
１
日
㈰

参
加
費　
３
０
０
円

講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

《
自
然
の
リ
ー
ス
》

◎
12
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

参
加
費　
５
０
０
円

講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

展示室の様子

《
コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
》

◎
12
月
14
日
㈯
・15
日
㈰

参
加
費　
５
０
０
円

自然のリース

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

２
０
１
９
年
度
・
石
本
正
作
品
選
３

期
間　
１２
月
２２
日
㈰
ま
で

【
企
画
展
示
室
】

石
本
正
素
描
展
「
石
本
正
の
ア
ト
リ
エ
よ
り

～
ロ
マ
ネ
ス
ク
素
描
紀
行
～
」

期
間　
１２
月
２２
日
㈰
ま
で

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３
日
曜

日
に
家
族
で
来
館
し
た
入
場
者
の
う
ち
、

高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

石本正「雪山」
２０１３（平成２５）年

１２
月
の
イ
ベ
ン
ト

小
さ
な
世
界
展

期
間　
１２
月
４
日
㈬
ま
で
（
観
覧
無
料
）

●
い
わ
み
の
冬
至
祭
「
光
の
回
廊
２
０
１
９
」

　
一
年
で
一
番
日
の
短
い
冬
至
の
季
節
に
、
光

の
持
つ
ぬ
く
も
り
や
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
ん
な
思
い
で
開
催
し
て
き
た
「
い
わ
み

の
冬
至
祭
・
光
の
回
廊
」。
手
作
り
の
作
品
か

ら
じ
ん
わ
り
と
伝
わ
っ
て
く
る
や
さ
し
い
光
を
、

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間　
１２
月
７
日
㈯
～
２２
日
㈰

料
金
　
観
覧
無
料

会
場　
石
正
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
中
庭

夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　

　
期
間
中
の
土
曜
日
（
午
後
８
時
ま
で
）

●
光
の
回
廊
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　
１２
月
１４
日
㈯　
午
後
６
時
～
７
時　

料
金　
入
場
無
料

会
場　
石
正
美
術
館　
創
作
室

出
演　
鳩
時
計
（
益
田
市
）

　
光
あ
ふ
れ
る
美
術
館
で
、
歌
謡
曲
を
中
心
に

演
奏
し
ま
す
。

※　
詳
し
い
内
容
は
、
石
正
美
術
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
休
館
日

　
１２
月
２3
日
㈪
～
令
和
２
年
１
月
１
日
㈷

《
ア
ニ
マ
ル
ボ
ー
ド
》

◎
12
月
21
日
㈯
・22
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

※　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら
３
時
30

分
ま
で
、１
階
創
作
室
で
受
付
。

コリントゲーム

月曜日　２日・９日・１６日・２３日　
年末年始
　12月28日㈯～令和２年１月１日㈷

海
遊
祭
の
お
礼

　
こ
ん
に
ち
は
。
海
遊
祭
実
行
委
員

会
委
員
長
の
山
根
広
大
で
す
。
10
月

13
日
・
14
日
に
島
根
県
立
大
学
浜
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て　
第
20
回
海

遊
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
ご
来
場
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
協
力
い
た
だ

い
た
協
賛
企
業
の
皆
さ
ん
や
学
生
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
と
て
も

に
ぎ
や
か
な
海
遊
祭
に
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
以
降
も
、
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
海
遊
祭
を
開
催
で

き
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

「
喜
ば
こ（
ｋ
ｉ
ｂａｃｏ
）

〜
あ
さ
ひ
の
お
食
い
初
め
セ
ッ
ト
〜
」

が
完
成
し
ま
し
た

　
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
豊
田
研
究
室
で

は
、
浜
田
市
と
島
根
あ
さ
ひ
社
会

復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
（
以
下
セ
ン

タ
ー
）
及
び
島
根
県
立
大
学
の
三
者

の
協
定
の
も
と
「
喜
ば
こ
（
ｋ
ｉ
ｂ

ａ
ｃ
ｏ
）
〜
あ
さ
ひ
の
お
食
い
初
め

セ
ッ
ト
〜
」
の
商
品
開
発
を
行
い
、

販
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
商
品
は
、
浜
田
市
の
広
葉
樹

を
使
っ
た
木
箱
の
中
に
、
セ
ン
タ
ー

が
位
置
す
る
旭
町
の
ブ
ラ
ン
ド
米
で

あ
る
「
坂
本
米
」
と
、
同
じ
く
浜
田

の
広
葉
樹
か
ら
作
っ
た
積
み
木
を
入

れ
、
生
後
１
０
０
日
目
を
祝
う
お
食

い
初
め
用
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
想
定
し

て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

喜ばこ（ｋｉｂａｃｏ）
〜あさひのお食い初めセット〜

　
木
箱
と
積
み
木
は
、
島
根
県
西
部

山
村
振
興
財
団
の
協
力
の
も
と
、
セ

１
年
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習　

合
同
成
果
発
表
会
の
ご
案
内

　
総
合
政
策
学
部
で
は
、
全
１
年
生

を
対
象
に
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
そ

の
最
終
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
「
合
同
成

果
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
学
生
が
浜

田
市
内
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
の
さ

ま
ざ
ま
な
現
場
（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
に

出
か
け
て
い
き
、
聞
き
取
り
な
ど
の

調
査
を
通
じ
て
地
域
の
課
題
を
発
見

し
、
そ
れ
ら
課
題
の
解
決
策
を
計
画

し
、
提
案
な
ど
を
ま
と
め
て
い
き
ま

す
。

　
当
日
の
発
表
会
は
、
こ
れ
ら
の
成

果
を
と
り
ま
と
め
た
報
告
を
も
と
に

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
形
式
で
行

い
、
来
場
者
に
は
評
価
シ
ー
ト
記
入

の
ご
協
力
も
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

日
時　
令
和
２
年
１
月
23
日
㈭

　
午
後
１
時
10
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
２
階　
ほ
か

入
場
料　
無
料

（
途
中
入
退
場
自
由
）　

問
合
せ　

　
地
域
連
携
課　
☎
�
２
３
９
６昨年度の様子

公
開
講
座
の
ご
案
内

①
大
気
汚
染
と
中
国
の
苦
闘

日
時　
12
月
11
日
㈬

　
午
後
６
時
１５
分
～
７
時
４５
分

講
師　
豊
田
知
世
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
准
教
授
）

②
環
境
問
題
の
地
域
比
較
：
ア
ジ
ア

と
世
界

日
時　
12
月
１８
日
㈬

　
午
後
６
時
１５
分
～
７
時
４５
分

講
師　
沖
村
理
史
さ
ん
（
広
島
市
立

大
学
教
授
）

各
講
座
の
会
場

　
講
義
・
研
究
棟 

中
講
義
室
３

問
合
せ

　
地
域
連
携
課　
☎
�
２
３
９
６

ン
タ
ー
訓
練
生
が
、
刑
務
作
業
と
し

て
製
作
し
て
い
ま
す
。

　
本
商
品
を
通
じ
て
、
地
元
の
地
域

資
源
の
利
活
用
と
と
も
に
、
受
刑
者

の
社
会
復
帰
を
地
域
と
共
に
支
援
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
商
品
の
詳
細
は
、
島
根
県
西
部
山

村
振
興
財
団
又
は
四
つ
葉
振
興
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

vol.194
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.276

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

あ
そ
ぶ
木
の
ア
ー
ト
展　

　
　
　
　
　
　
　
好
評
開
催
中　

12
月
の
イ
ベ
ン
ト
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,541 18,835 20,691 39,526
金 城 1,889 2,015 2,150 4,165

旭 1,326 1,340 1,344 2,684
弥 栄 672 597 658 1,255
三 隅 2,814 2,821 3,082 5,903
合 計 26,242 25,608 27,925 53,533

（単位：人）
人　口（10月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの
市長直行便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

　
移
動
図
書
館
ラ
ブ
ッ
ク
号
は
、
図

書
館
か
ら
遠
い
地
域
を
６
コ
ー
ス
に

分
け
て
毎
月
巡
回
し
て
い
ま
す
。
巡

回
コ
ー
ス
以
外
で
も
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
が
あ
れ
ば
出
張
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
図
書
館
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
本
の
貸
出
し
や
返
却
、
利
用

者
カ
ー
ド
の
発
行
な
ど
も
行
え
ま
す
。

年
末
年
始
休
館
日
（
全
館
）

12
月
29
日
㈰
～
令
和
２
年
１
月
３
日
㈮

　
年
始
１
月
４
日
㈯
は
、
午
後
１
時

に
開
館
し
ま
す
。

休
館
中
の
返
却
は
、
返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
弥
栄
図
書
館

を
除
く
）。
借
り
た
所
と
は
別
の
図

書
館
で
も
返
却
で
き
ま
す
。

な
お
、
次
の
資
料
な
ど
は
、
損
傷

を
防
ぐ
た
め
返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ
で
の
返
却

を
お
断
り
し
て
い
ま
す
。
開
館
後
、

窓
口
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
返
却
で
き
な
い
も
の

視
聴
覚
資
料
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ビ
デ
オ

な
ど
）・
紙
芝
居
・
大
型
絵
本
・
リ

ク
エ
ス
ト
に
よ
り
ほ
か
の
図
書
館
か

ら
借
り
受
け
た
図
書

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレン
ダー裏面のくらしのサービスガイドをご覧くだ
さい。

某交通系ＩＣカードのキャラクターの元になっ
た、さかざきちはるさんのペンギン絵本です。

ペンギンの形をした「わたし」のココロ。白い
部分と黒い部分があって、ペンギンの向きでココ
ロの気分が変わるし、いろいろな種類のペンギン
がいます。

たまごにもどってしまうことや迷子になること
もあるけど、それでもいいんだとやさしくペンギ
ンが教えてくれます。シンプルですが、心癒され
る１冊です。

さかざき　ちはる／作・絵　文溪堂　 
　　　　　　　　　　　（分類　726.6　サカ）

貸出ベスト10（令和元年10月期）
順位 タイトル 著者
1 むらさきのスカートの女 今村　夏子
2 そして、バトンは渡された 瀬尾　まいこ
3 一切なりゆき　樹木希林のことば 樹木　希林
4 希望の糸 東野 圭吾
５ さよならの儀式 宮部　みゆき
６ 飛雲のごとく あさのあつこ
７ 盲剣楼奇譚 島田　荘司
８ 落日 湊　かなえ
９ 烈風ただなか あさのあつこ
１０ 笑え、シャイロック 中山　七里

　今年の読書週間の幕開けを「秋の野外朗読祭」で飾
りました。当日は26人が来場し、立ち見も出るほどの

移動図書館ラブック号の様子

盛況となりました。特別出演の
尺八の演奏には大きな喝采が寄
せられました。
　中央図書館ウッドデッキを活
用したイベントに今後もご期待
ください。 10月27日開催の様子

10
月
13
日
㈰
、
浜
田
開
府
四

百
年
祭
記
念
式
典
が
石
央
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

浜
田
に
ご
縁
の
あ
る
自
治
体

や
関
係
団
体
な
ど
、
全
国
か
ら

約
１
０
０
０
人
が
参
加
し
、
歴

史
的
節
目
を
祝
う
と
と
も
に
、

次
の
百
年
に
向
け
た
浜
田
の
将

来
像
を
思
い
描
き
ま
し
た
。

（
４
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載
）

今月の表紙

毎
月

１
日

発
行

編
集

・
発

行
　

浜
田

市
市

長
公

室
　

　
　

　
　

　
☎

 0855 ‒25‒9151
　

　
　

　
　

　
ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁

　
〒

697-8501 島
根

県
浜

田
市

殿
町

１
番

地
　

　
　

 ☎
0855 ‒22‒2612（

代
表

）
　

　
http://w

w
w

.city.ham
ada.shim

ane.jp
　

　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支

所
　

　
金

城
支

所
　

☎
42–1234

　
　

　
　

　
旭

支
所

　
　

☎
45 –1234

　
　

　
　

　
弥

栄
支

所
　

☎
48 –2111

　
　

　
　

　
三

隅
支

所
　

☎
32–2800

浜
田

市
広

報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

12 令
和
元
年

N
o.224

広
報

図書館情報
開館時間 12月の休館日

中央 ☎�0480  9：00～19：00 ９日㈪・２３日㈪
金城 ☎�1823

 9：00～17：00 ２日㈪・９日㈪
１６日㈪・２３日㈪

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10：00～19：00

（土日祝日は18：00まで）

あ
な
た
の
街
に
ラ
ブ
ッ
ク
号

が
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

司書がすすめるこの一冊

年
末
年
始
の
休
館
に
つ
い
て

秋の野外朗読祭を開催しました

『ペンギンゴコロ』
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